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図 9　理科大学の配置図．理科大学敷地内の工場・共同施設（緑色），大正 4年以降の小川の居室・実験室（水色），
総長室（桃色），事務室（黄色）．

図10　北条総長時代の理科大学の小川決裁文書．
原資料所蔵東北大学史料館．
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図 11　理科大学と臨時理化学研究所の配置
1915（大正 4）年に医学専門部が医科大学に昇格し，仙台市北四番丁の校舎に引越した．理科大学の隣にある医学専門部
の校舎は理科大学地質学科が大部分を使用し，一部は臨時理化学研究所が使用した．医科大学設立後も医学専門部の一部
は第二高等学校横の校舎で 1918（大正 7）年の廃止まで残り続けた．
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表 1　小川正孝履歴書（抄：東北帝国大学理科大学長時代）

西暦 元号 月日 学業官職賞罰等 当該官衙等

1911 明治 44 2 月 6 日 東北帝国大学理科大学創立に関し設備取調の為仙台市へ出張を嘱託す

2月 22 日 兼任東北帝国大学理科大学教授
叙高等官三等 内閣

3月 27 日 職務勉励に付為其賞金七拾円下賜（兼官） 文部省
4月 1日 免本官専任東北帝国大学理科大学教授 内閣

4月 1日 本俸五級俸下賜（1,500） 
化学第一講座担任を命す 文部省

4月 25 日 補東北帝国大学理科大学長 
職務俸金六百円下賜

5月 17 日 陞叙高等官二等 内閣
5月 24 日 京都市へ出張を命す 東北帝国大学
7月 21 日 叙正五位 宮内省

1912 明治 45 3 月 28 日 職務勉励に付為其賞金四百円下賜 文部省
4月 16 日 文部普通試験委員長を命す 東北帝国大学
5月 6日 学術上取調の為東京市へ出張を命す 東北帝国大学
6月 27 日 敍勲五等授瑞宝章 賞勲局

大正元 10 月 30 日 学術実地指導の為栃木県下へ出張を命す 東北帝国大学
1913 大正 2 9 月 29 日 賜本俸四級俸（1,700） 文部省

12 月 27 日 敍勲四等授瑞宝章 賞勲局
1914 大正 3 1 月 8 日 文官普通懲戒委員を命す 東北帝国大学

3月 28 日 職務勉励に付為其賞金二百円下賜 東北帝国大学
1915 大正 4 3 月 29 日 職務勉励に付為其賞金二百円下賜 東北帝国大学

11 月 10 日 勅令第百五十四号の旨に依り大礼記念章を授与せらる 賞勲局
1916 大正 5 3 月 31 日 賜本俸三級俸（2,000） 文部省

8月 30 日 叙従四位 宮内省
1917 大正 6 3 月 30 日 職務勉励に付為其賞金二百円下賜 東北帝国大学

8月 25 日 東北帝国大学総長事務取扱を命す 文部省
10 月 15 日 東北帝国大学総長事務取扱を免す 文部省
12 月 26 日 職務勉励に付為其賞金六百円下賜 東北帝国大学

1918 大正 7 1 月 26 日 敍勲三等授瑞宝章（第四八八二八〇号） 賞勲局
5月 25 日 陞叙高等官一等 内閣

1919 大正 8 4 月 1 日 勅令第五十五号附則に依り辞令を用いす前官と同官等俸給を以て東北帝国
大学教授に任せらる

4月 1日 同附則に依り辞令を用いす東北帝国大学理学部長に補せらる
4月 1日 高等官々等俸給令改正
4月 1日 賜本俸二級俸（2,700） 文部省

6月 21 日 任東北帝国大学総長兼東北帝国大学教授 
叙高等官一等 内閣

6月 21 日 賜二級俸（5,000） 文部省
6月 30 日 依願東北帝国大学理学部長を免す 文部省
6月 30 日 普通試験委員長を免す 東北帝国大学
6月 30 日 文官普通懲戒委員を免す 東北帝国大学
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表 2　仙台時代の小川のニッポニウム研究成果報告

表 3　分科大学長の業務　帝国大学令に記載される学長業務

発表年
論文タイトル　報告・記事内容 掲載雑誌 備考

元号 西暦
明治 41 1908 Preliminary note on a new element in thorianite 東京帝国大学研究紀要 

転載 chemical news　ほか
明治 41 1908 Preliminary note on a new element allied to molybdenite 東京帝国大学研究紀要 

転載 chemical news　ほか
明治 42 1909 トリアニト中の新元素に就て 東京化学会誌
明治 43 1910 二三のニッポニウム化合物について 東京科学会　年会演説 

東京化学会誌　要旨掲載
明治 44 1911 トリアナイトと共存する一鉱物に就て 東京科学会　常会演説 

東京化学会誌　要旨掲載
青山新一共著

明治 44 1911 トリュームノニッポニームニ就テ 東北帝国大学理科大学化学雑誌
会　演説

明治 45 1912 トリアナイトの組成に就て 東京化学会誌 小林松助著
大正元 1912 On the composition of thorianite 東北大学理科報告　数学科物理

学科化学科ノ部
小林松助著

大正 2 1913 トリアナイト分析とニッポニウム検出実験 東北化学同窓会報小川追悼号 公開実験
大正 2 1913 ニッポニウム研究の鋭意続行 東北帝国大学理科大学実況説明 大学紹介パンフレット
大正 4 1915 日本ニーム元素の発見者として世界の学界に聲明を

馳せた小川博士
東京朝日新聞記事内の記述

大正 6 1917 ニッポニウム研究雑項 東京化学会誌　常会演説
大正 6 1917 ニッポニューム元素の発見者にして著名なる学者なり

そのニッポニュームの研究も最早や完成に近づけるもの
の如く面上愉悦の色禁じ得ざるものの如かりき

学生 記事内の記述

大正 6 1917 北海道の砂金に就て 東京化学会誌　常会演説

分科大学長の業務 帝国大学令

分科大学長 分科大学の学務の統理 第十条
帝国大学に設置された評議会の会員（評議員） 第六条
評議会の審議 評議員任期は三年（再選可） 第七条

分科大学における学科の設置廃止 第八条
講座の種類の諮詢
大学内部の制規　省令の建議
学位授与
文部大臣・総長の諮詢
高等教育に関する意見の文部大臣建議

教授会の招集 第十四条
必要ある場合に教授，助教授，嘱託講師を教授会に列席 第十七条
教授会の審議 分科大学課程 第十五条

学生試験
学位授与資格の審査
文部大臣・総長の諮詢
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表
4　
小
川
学
長
時
代
の
東
北
帝
国
大
学
の
発
展

西
暦

元
号

東
北
帝
大

農
科
大
学

理
科
大
学

医
科
大
学

附
属
研
究
所

工
科
大
学

19
07

明
治
40

6
月
仙
台
に
設
置

 
総
長
の
職
務
は
当
分
農
科
大
学
長

が
行
う

9
月
札
幌
農
学
校
が
農
科
大
学
と

な
る

19
10

明
治
43

12
月
東
北
帝
国
大
学
官
制
制
定

 
大
学
事
務
所
を
文
部
省
内
に
設
置

19
11

明
治
44

1
月
文
部
次
官
岡
田
良
平
を
総
長

事
務
取
扱
に
任
命

 
3
月
帝
国
大
学
特
別
会
計
法
改
正

東
北
帝
大
も
適
用
澤
柳
政
太
郎
が

総
長
就
任

 
6
月
事
務
所
が
仙
台
市
に
移
転

1
月
開
設

 
3
月
四
学
科
設
置

 
4
月
小
川
正
孝
理
科
大
学
長
就
任

 
6
月
傍
系
入
学
認
め
ら
れ
る

 
工
事
略
成

 
9
月
入
学
式
挙
行

授
業
開
始

19
12

明
治
45

3
月
大
学
内
に
建
築
掛
新
設
で
専

任
技
手
を
置
く

3
月
仙
台
医
学
専
門
学
校
が
医
学

専
門
部
と
な
る

3
月
仙
台
高
等
工
業
学
校
が

工
学
専
門
部
と
な
る

大
正
元

附
属
観
測
所
竣
功

19
13

大
正
2

5
月
北
条
時
敬
総
長
就
任

 
9
月
開
学
式
挙
行

3
月
医
学
専
門
部
に
附
属
医
院
を

設
置

19
14

大
正
3

9
月
評
議
会
を
設
け
る

第
１
回
卒
業
式
挙
行

 
理
科
大
学
集
会
所
規
程
，
理
科

大
学
夏
季
学
術
講
演
会
規
則
，

物
理
化
学
実
験
指
導
規
則
を
定

め
る

 
自
修
会
規
則
定
め
る

7
月
医
学
専
門
部
と
附
属
医
院
と

の
関
係
を
解
き
，
医
科
大
学
を
開

設
，
附
属
医
院
を
設
置

19
15

大
正
4

8
月
臨
時
理
化
学
研
究
所
設
置

19
16

大
正
5

4
月
臨
時
理
化
学
研
究
所
第
1
部

を
化
学
第
２
部
を
物
理
の
研
究
と

定
め
る

19
17

大
正
6

8
月
小
川
正
孝
総
長
事
務
取
扱

 
10
月
福
原
錬
二
郎
総
長
就
任

19
18

大
正
7

3
月
東
北
帝
国
大
学
か
ら
分
離

4
月
医
学
専
門
部
廃
止

 
7
月
山
形
仲
藝
東
北
帝
大
初
の
名

誉
教
授
と
な
る

19
19

大
正
8

6
月
小
川
正
孝
総
長
就
任

4
月
理
学
部
設
置

4
月
医
学
部
設
置

5
月
付
属
鉄
鋼
研
究
所
設
置

5
月
工
学
部
設
置



小川正孝の東北帝国大学理科大学長としての業績

－ 22 －

表
5　
傍
系
入
学
の
範
囲
の
拡
充

西
暦

元
号

月
理
科
大
学
規
程
第
16
条
の
３
の
志
望
者

（
文
部
大
臣
に
お
い
て
高
等
学
校
大
学
予
科
と
同
等
と
認
め
た
る
学
校
の
卒
業
者
）

理
科
大
学
規
程
第
16
条
の
３
の
志
望
者

 
（
適
当
と
認
め
る
学
力
あ
る
者
）

19
11
明
治
44

6
月

高
等
師
範
学
校
本
科
数
物
化
学
部

 
学
習
院
高
等
学
科

 
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
附
属
大
学
予
科

 
東
京
，
大
阪
，
熊
本
，
名
古
屋
，
仙
台
，

米
沢
各
高
等
工
業
学
校

 
東
北
帝
国
大
学
工
学
専
門
部

 
秋
田
鉱
山
専
門
学
校

中
学
も
し
く
は
師
範
学
校
の
数
学
又
は
物
理
の
教
員
免
許
状
を
有
す
る
者
と
し
そ
の
免
許
状
に

相
当
す
る
学
科
に
入
学
を
志
望
す
る
こ
と
を
得
る

 
但
し
本
文
の
志
望
者
に
対
し
て
は
考
査
の
上
，
英
，
仏
，
独
語
の
内
志
望
者
の
一
外
国
語
に
つ

き
選
考
学
科
に
関
す
る
原
書
を
読
み
得
る
程
度
に
お
い
て
入
学
試
験
を
課
す

 

19
12
明
治
45

4
月

高
等
師
範
学
校
本
科
博
物
学
部

 
定
員
を
超
過
す
る
時
は
選
抜
試
験
を
施
行
す

19
13
大
正
2

2
月

盛
岡
，
鹿
児
島
各
高
等
農
林
学
校

 
上
田
蚕
糸
専
門
学
校

 
千
葉
，
元
仙
台
，
金
沢
，
長
崎
各
医
学
専
門
学
校
薬
学
科

 
東
北
帝
国
大
学
医
学
専
門
部
薬
学
科

 
京
都
高
等
工
芸
学
校

 
高
等
師
範
学
校
数
学
専
修
科

 
工
業
教
員
養
成
所

 
元
第
一
臨
時
教
員
養
成
所
，
元
第
二
臨
時
教
員
養
成
所
，

第
三
臨
時
教
員
養
成
所

 
私
立
明
治
専
門
学
校

 
私
立
早
稲
田
大
学
理
工
科

中
学
校
も
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
べ
き
学
校
の
卒
業
者
に
は
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
試
験
を
課
す

6
月

富
山
県
立
薬
学
専
門
学
校

 
私
立
九
州
薬
学
専
門
学
校

9
月

東
京
帝
国
大
学
農
科
大
学
農
学
実
科
，
林
学
実
科
，

土
木
工
学
科

 
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
農
学
実
科
，
林
学
実
科
，

土
木
工
学
科
，
東
京
高
等
師
範
学
校
元
物
理
学
化
学
専
修
科

19
14
大
正
3

5
月

東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
水
産
学
科

19
15
大
正
4

6
月

旅
順
工
科
学
堂

19
16
大
正
5

5
月

東
京
高
等
蚕
糸
学
校
，
京
都
高
等
蚕
業
学
校

19
18
大
正
7

12
月
桐
生
高
等
染
織
学
校

理
学
部
規
程
第
21
条
の
１
の
志
望
者

 
（
文
部
大
臣
に
お
い
て
高
等
学
校
大
学
予
科
と
同
等
と
認
め
た
る
学
校
の
卒
業
者
）

19
19
大
正
8

北
海
道
帝
国
大
学
農
学
部
農
学
部
農
学
実
科
，
林
学
実
科
，
土
木
専
門
部
，
水
産
専
門
部
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西
暦

元
号

月
理
科
大
学
規
程
第
16
条
の
３
の
志
望
者

（
文
部
大
臣
に
お
い
て
高
等
学
校
大
学
予
科
と
同
等
と
認
め
た
る
学
校
の
卒
業
者
）

理
科
大
学
規
程
第
16
条
の
３
の
志
望
者

 
（
適
当
と
認
め
る
学
力
あ
る
者
）

19
11
明
治
44

6
月

高
等
師
範
学
校
本
科
数
物
化
学
部

 
学
習
院
高
等
学
科

 
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
附
属
大
学
予
科

 
東
京
，
大
阪
，
熊
本
，
名
古
屋
，
仙
台
，

米
沢
各
高
等
工
業
学
校

 
東
北
帝
国
大
学
工
学
専
門
部

 
秋
田
鉱
山
専
門
学
校

中
学
も
し
く
は
師
範
学
校
の
数
学
又
は
物
理
の
教
員
免
許
状
を
有
す
る
者
と
し
そ
の
免
許
状
に

相
当
す
る
学
科
に
入
学
を
志
望
す
る
こ
と
を
得
る

 
但
し
本
文
の
志
望
者
に
対
し
て
は
考
査
の
上
，
英
，
仏
，
独
語
の
内
志
望
者
の
一
外
国
語
に
つ

き
選
考
学
科
に
関
す
る
原
書
を
読
み
得
る
程
度
に
お
い
て
入
学
試
験
を
課
す

 

19
12
明
治
45

4
月

高
等
師
範
学
校
本
科
博
物
学
部

 
定
員
を
超
過
す
る
時
は
選
抜
試
験
を
施
行
す

19
13
大
正
2

2
月

盛
岡
，
鹿
児
島
各
高
等
農
林
学
校

 
上
田
蚕
糸
専
門
学
校

 
千
葉
，
元
仙
台
，
金
沢
，
長
崎
各
医
学
専
門
学
校
薬
学
科

 
東
北
帝
国
大
学
医
学
専
門
部
薬
学
科

 
京
都
高
等
工
芸
学
校

 
高
等
師
範
学
校
数
学
専
修
科

 
工
業
教
員
養
成
所

 
元
第
一
臨
時
教
員
養
成
所
，
元
第
二
臨
時
教
員
養
成
所
，

第
三
臨
時
教
員
養
成
所

 
私
立
明
治
専
門
学
校

 
私
立
早
稲
田
大
学
理
工
科

中
学
校
も
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
べ
き
学
校
の
卒
業
者
に
は
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
試
験
を
課
す

6
月

富
山
県
立
薬
学
専
門
学
校

 
私
立
九
州
薬
学
専
門
学
校

9
月

東
京
帝
国
大
学
農
科
大
学
農
学
実
科
，
林
学
実
科
，

土
木
工
学
科

 
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
農
学
実
科
，
林
学
実
科
，

土
木
工
学
科
，
東
京
高
等
師
範
学
校
元
物
理
学
化
学
専
修
科

19
14
大
正
3

5
月

東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
水
産
学
科

19
15
大
正
4

6
月

旅
順
工
科
学
堂

19
16
大
正
5

5
月

東
京
高
等
蚕
糸
学
校
，
京
都
高
等
蚕
業
学
校

19
18
大
正
7

12
月
桐
生
高
等
染
織
学
校

理
学
部
規
程
第
21
条
の
１
の
志
望
者

 
（
文
部
大
臣
に
お
い
て
高
等
学
校
大
学
予
科
と
同
等
と
認
め
た
る
学
校
の
卒
業
者
）

19
19
大
正
8

北
海
道
帝
国
大
学
農
学
部
農
学
部
農
学
実
科
，
林
学
実
科
，
土
木
専
門
部
，
水
産
専
門
部

表 6　小川の寄付物品一覧

品　　名 数 単位 金額（円）

1 コルネル氏顕微鏡 1 台 45.000 
2 感応コイル 1 個 136.000 
3 チャージグロット 1 個 5.500 
4 音叉　五個及共鳴器付き 1 組 50.000 
5 色の吸収試験板 1 個 2.850 
6 分布磁石配合説明器 1 個 12.000 
7 躍炎燈 1 個 5.500 
8 渾天儀 1 個 19.500 
（2～ 8物品梱包運賃） 4.480 

9 燐光体　七種 1 組 6.000 
10 平面鏡　台付 2 個 10.000 
11 紙　スケール 100 センチ 50 枚 3.000 
12 紙　スケール 50 センチ 50 枚 2.500 
13 分光計修理 1 個 15.000 
（9～ 12 物品梱包運賃） 1.340 
（顕微鏡３台荷造運賃） 1.190 

14 感視シ示マ器 1 個 2.500 
15 色硝子板　五種五寸角 2 組 1.000 
16 ボイルマリオット　試験器１気圧以下 1 個 4.000 
17 標準蝋燭 12 本 8.400 
18 ニュートン輪板 1 個 6.500 
19 ウラニューム板 1 個 5.000 
20 ゴム管　肉厚 20 尺 10.400 
21 日本鏡 1 個 1.800 
22 空気寒暖計管 2 個 5.000 
23 レンズ挟台 2 個 7.000 
24 凸レンズ（二寸五分伸縮台付） 2 個 4.000 
25 地球儀自電 1 個 5.300 
26 鉛製重錘　200g 10 個 3.000 
27 鉛製重錘　1,000g 10 個 7.000 
28 種重三足台 1 打 3.600 
29 コンタクトユージオメーター 1 個 5.500 

180 点 399.860 
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表 7　東北帝国大学理科大学長の処理案件一覧

項目 業務分類 内容・細目
東北帝国大学組織 組織・運営 評議会　総長事務取扱

文部省 
省令・訓令・告示等

帝国大学令　大学令　帝国大学特別会計法 
臨時建築事務　分科大学学科設置並開始　分科大学講座

規程 大学官制　大学院規程　副手規程　図書館規程　度量衡
学内規則 大学官制　大学院規程　副手規程　
式典 総長歓迎会　開学式
行啓
その他 慶弔　参賀受付　大学間事故事件報告

理科大学 組織・運営 理科大学長　教授会
分科大学 分科大学役員会
規程 理科大学規程　付属施設管理規則
学科課程 学科　講座　科目　科目併合　授業開始　教官講師受持学科並授業時数
式典 証書様式制定　入学宣誓式　卒業式祝辞　卒業証書授与
御真影奉戴
定員 志望者人員　収容予定人員　学生生徒調査票　留学者数照会
入学 傍系入学資格　試験科目
事務　 例文制定
学校調整 入学資格　高校連絡通知　高等学校長会議　実業専門学校校長会議
委員委嘱 文部省文官普通試験委員長　文部省普通懲戒委員

渉外・出版関係 出版物 学報　大学一覧　研究報告　官報
外国大学・国際学会
無税通関 海外商会対応

教職員 定員 定員　配分　外国人教師受入　判任官現員調　
人事 俸給　採用　昇任　叙位叙勲　辞職　委嘱　講師委託
表彰 教官栄誉
職員進達通知
研究 留学（官費）　国内研究旅行　応用化学万国会議
学位推薦 教授学位推薦　学位審査

入学 選抜 高等学校入学者選抜　大学予科同等学校認定　入学志望人数及び収容予定人数比較
試験 科目　期日　入学選抜試験
学生募集 募集広告　募集範囲　願書受理延期
開示 学則送付　学科開始　入学問題送付
入学 入学許可取消　聴講許可
留学生 留学生入学資格

学生関係 規程制定 理科大学学生集会所
自修会（校友会） 発会式　会長　役員　総会　新入生歓迎会　卒業生送別会
学資 奨学資金　特待学生指定　給費生賃費生の選定・停止　授業料免除
休学・退学 休学許可　学生退学
学科 追試験受験許可　学生転科許可
進路 卒業生教員志望者
学生活動 遠足引率　修学旅行券　乗車船賃割引
研究 研究旅行旅費　大学院　学位
懲戒処分 不正取締　放校処分
開示 学業成績開示　学生在学証明
留学生関係 外国人監督

教育普及 学術講演会
会合 雑誌会　談話会
規則 理科大学夏季学術講演会規則　物理科学実験指導規則

施設整備の管理 建物・地所管理 学科　観気所　博物場　標本室　研究所　給水その他特別施設
設備・備品管理
図書・図書館管理
構内管理

財政 予算 諸費配分・流用
教官俸給手当
教職員賞与・奨励金
授業料・試験料
教官研究旅費
無税通関
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表 8　東北帝国大学講座数の推移

西暦 元号 農科大学 理科大学 医科大学 工学部 合計

1907 明治 40 12 12
1908 明治 41 14 14
1909 明治 42 15 15
1910 明治 43 19 19
1911 明治 44 22 12 34
1912 明治 45 23 13 36
1913 大正 2 23 13 36
1914 大正 3 23 13 36
1915 大正 4 26 13 9 48
1916 大正 5 26 13 17 56
1917 大正 6 27 14 24 65
1918 大正 7 分離 17 24 41
1919 大正 8 16 24 11 51




